
6
月
12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て

「
第
30
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
」
が
関
市
で
開
催
さ
れ
、
天

皇
皇
后
両
陛
下
が
御
臨
席
さ
れ
ま

し
た
。
翌
14
日
に
は
当
市
の
セ
ラ

テ
ク
ノ
土
岐
へ
お
越
し
に
な
り
、

美
濃
焼
の
概
要
や
マ
イ
ク
ロ
波
ガ

ス
複
合
炉
な
ど
、
最
新
の
陶
磁
器

製
作
技
術
を
御
覧
い
た
だ
き
、
当

市
の
陶
磁
器
文
化
に
触
れ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
れ
よ
り
１
３
０
年
前
、

明
治
13
年
（
１
８
８
０
年
）
に
明

治
天
皇
の
中
央
道
巡
幸
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
東
濃
地
域
で
は
名
古
屋

へ
向
か
わ
れ
る
行
程
で
、
6
月
28

日
に
大
井
（
恵
那
市
）
で
御
宿
泊

さ
れ
、
29
日
に
土
岐
津
町
で
御
休

息
さ
れ
た
後
、
多
治
見
に
御
宿
泊

さ
れ
ま
し
た
。
土
岐
津
町
で
は
、

当
時
高
山
村
の
南
宮
神
社
境
内
に

設
け
ら
れ
た
臨
時
の
製
陶
工
場
で

作
陶
の
様
子
を
御
覧
に
な
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
同
村
の
深
萱
英

次
宅
に
て
御
休
息
さ
れ
、
そ
し
て

御
一
行
は
神
明
坂
に
て
馬
車
か
ら

御
輿
に
召
し
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

後
年
こ
の
御
巡
幸
を
記
念
し
、

市
内
３
カ
所
に
記
念
碑
が
建
立
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
市
内
に
残
る
御

幸
町
と
御
幸
橋
の
名
は
、
こ
の
明

治
13
年
の
明
治
天
皇
の
御
巡
幸
に

ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
た
地
名
で
す
。

こ
れ
ら
の
記
念
碑
や
地
名
を
含

め
、
市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
歴
史

や
自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。
梅
雨

の
時
季
に
な
り
ま
し
た
が
、
天
気

の
良
い
日
に
は
市
内
を
歩
い
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
新
し

い
発
見
が
あ
り
、
き
っ
と
土
岐
市

の
歴
史
と
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。 

文
化
財
の
紹
介

『
土
岐
を
歩
く
丨
明
治
天
皇
御
巡
幸
の
記
録
丨
』
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午後３時開演

※未就学児の入場・同伴はご遠慮ください。

好評発売中！！
午前　９　時～午後　８　時30分
午前10時～午後　６　時完売
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